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體 内 ニ 於 ケ ル 運 命 ニ 就 テ
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AusdemgerichtsarztlichenInstitut der Okayama Medizinischen Fakultat.

Uber das Schicksal des Trichlorbuthylalkohols

 (Chloretons) im Tierkorper.

Von

Tokujiro Ohta.

Eingegangen am 4. Oktober 1935.

Seit dem Chloralhydratversuch von 

Mering und Musculus war festgestellt 

worden, dasz einige Halogenderivate der 

aliphatischen Aldehyden und Alkohole im 

Tierorganismus gepaart mit der Glu

kuronsaure im Harne ausgeschieden wer

den.

Schon im Jahre 1884 nahm E. Kulz 

auf Grund von Experimenten an, dasz der 

den Tieren verabreichte Trichlorbuthyl

alkohol gepaart mit Glukuronsaure im 

Harne erscheint, aus welchem er aber die 

gepaarte Saure nicht isolieren konnte. 

Durch dieses Experiment hat Verfasser 

die genannte Saure als Beriumsalz ge

wonnen, das durch Reaktionen sowie 

Bariumbestimmung und Elementarana

lyse als solches festgestellt und dessen 

spezifische Drehung auch festgelegt 

wurde. (Autoreferat.)

緒 言

臨牀上鎭痛,麻 醉 或ハ防 腐 ノ 目的 ニ 内 用

又 ハ外 用 セ ラル ルTrichlorbuthylalkohol

 (Azetonchloroform, Chloreton)ハ(CH)2

C(OH)CCl3ナ ル化學式 ヲ有 シ,樟 腦様臭 氣

ヲ放 ッ結晶 ニ シテ,冷 水 ニ ハ 難 溶 ナ ル モ 温

水 ニハ溶 解 ス.Chloretonノ 麻 醉 作 用 ニ關

シテハKossa1), Aldrich及 ビHoughton2),
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Stevans3),Carson4),Gruber5)等 ノ研究 ア リ

テ其 ノ藥理學的作 用ハ略 ボ充分 ニ闡明 セラ レ

タ レド,之 ヲ動 物 ニ與 ヘタル際,其 ノ體 内ニ

於 テ受 クル變 化ニ就 テハ未 ダ實驗的證 明 アル

ヲ聞 カズ.唯,E.Kｕlz(1884)6)ガTrichlo

rathylalkohol及 ビTrichlorbuthylalkohol

ノ作 用 ヲ檢 スル爲 メ之等 ヲ家 兎ニ經 口的投與

シタル ニ,其 ノ家 兎尿ハ酸性 ニ シテ之 ヲ鉛糖

及 ビ鹽基 性醋酸鉛 ニテ處理 シ,後 者 ニヨル沈

澱 ヨリ硫 化水素 ニテ鉛 ヲ除 キタル液 ニ就 キ還

元作 用,旋 光性,有 機的 ニ結合 セル鹽 素 ノ存在

等 ヲ確 メ,之 等 ノ物質(Trichlorathylalkohol

及 ビTrichlorbuthylalkohol)ハ 動 物體内 ニ於

テ「グルク ロン」酸 ト抱 合 シ,尿 中ニ排泄 セラ

ルル モノナ ラン ト推 シタルガ,該 抱合 物質 ヲ

分離 スルニ至 ラザ リキ.サ レ ド,「 ハロゲ ン」

ノ入 リタル脂肪 列 ノ「アルデ ヒー ド」及 ビ「ア

ル コール」ノ多 クガ動物體内 ニ於 テ「グル クロ

ン」酸 ト抱合 シテ尿 中ニ排 出 セラルル コ トハ

已ニMering及 ビMusculus(1875)10)ガ 抱 水

「ク ロラール」(Trichlorazetoaldehyd)ヲ 以 テ

行ヘル實驗 以來,略 ボ類 推 セラルル所 ナ リ.

即 チ兩氏ハ抱水「ク ロラール」ヲ動 物 ニ與 ヘ,

其 ノ尿中 ョ リ所謂Urochloralsaureノ 結 晶 ヲ

純粹 ニ分離 シ,元 素 分析及 ビ其 ノ他 ノ定性分

析 ニ ョリ抱水「クロラー ル」ハ「グル クロ ン」酸

ト結合 シテ尿 中ニ排出 セラルル コ トヲ確 實 ニ

シ,遠 藤(1924)9)モ 亦Tribromathylalkohol

ヲ以 テ同様ナル實驗 ヲ行 ヒUrobromalsaure

ノ結 晶 ヲ得 タ リ.實 ニ此種 ノ實驗的研究 ハ「ハ

ロゲ ン」含有脂肪 列「アル コール」,「 アル デ ヒ

ー ド」 ニ止 マ ラズ,其 ノ他諸 種 ノ化學的物質

ニ就 テモ試 ミラ レ,夫 等 ガ動物體 内 ニ入 リテ

「グル クロン」酸 ト結合 シ尿中 ニ排泄 セ ラルル

モノナル コ トヲ明ニ シタ リ.其 ノ最 モ古 ク發

見 セラ レ,且 確實 ニ研 究 セラ レタ ルハ上記 ノ

Urochloralsaureナ リ.一 般 ニ有機的 化學 物

質 ガ動 物生體 内 ニ於 テ「グルク ロン」酸 ト結合

シ,抱 合 酸 ヲ作 ルニ際 シ,「 アル コール」ノ如

ク元來水酸基 ヲ有 ス ルモ ノハ此處 ニ於 テ直接

「グル クロ ン」酸 ト結合 シ,CO基 ヲ有 スル物

質 ハ先 ヅ此部分 ヲCH・OH基 ニ還 元 シ,此

水酸基 ガ「グ ルクロン」酸 ト結合 スルニ役立 ツ

モ ノ ト考 ヘ ラル.又,體 内 ニ於 テ其 ノ物質 ノ

他 ノ部分 ガ酸化 セ ラ レテ水酸基 ヲ生 ジ,此 處

ニ「グル クロ ン」酸 ノ結合 スル場合 モア リ.而

シテ今 日マデ脂肪 列「アル コール」ニ シテ之 ヲ

動物 ニ與 ヘタル揚合 「グル クロ ン」酸 ト結合

シ尿中ニ現 ハルル コ トノ研 究發 見 セ ラ レタル

ハ上記Trichlorathylalkohol,Trichlorbu

thylalkohol及 ビTribromathylalkoholノ 外

Thierfelder及 ビMering(1885)7)ノ 實驗 シタ

ル3價 「アル コール」即 チtertiarerButhyla

lkohol及 ビtertiarerAmylalkohol(兩 氏 ハ

之等 ヲ加里鹽 トシテ分 離 シ,且 元素 分析 ヲ行

ヘ リ),Neubauer(1901)8)ノ 研 究 シタ ル α-

Propylenglycol(分 離 セ ラ レタルモ ノニ非 ル

如 シ),其 ノ他 多 ク脂 肪列「アル コール」,「アル

デ ヒー ド」及 ビ「ク トン」ア リ.茲 ニ於 テ,予

ハ已ニKulzガTrichlorbuthylalkoholノ 動

物體 内ニ於 ケル變 化 ヲ推定發 表 セル モ未 ダ其

ノ物質 ヲ分離證明 セザルニ鑑 ミ,Trichlorbu

thylalkohol即 チChloretonヲ 家 兎ニ與 ヘテ

其 ノ尿 中 ヨリChloretonノ 「グル クロ ン」酸 ト

抱合 シタル物質 ヲ結晶 トシテ分離 シ,定 性 竝

ニ定 量分析 ヲ試 ミ,Kulzノ 推 シタル所 ヲー層

64



Trichlorbuthylalkohol(Chloreton)ノ 動 物體 内 ニ於 ケル運 命 ニ就 テ　 2993

確定 ニ セン ト欲 セ リ.

實 驗竝ニ結論

先 ヅ豫備試驗 トシテ豫 メ數 日間雪花菜 ヲ以

テ飼育 シ,之 ニ慣 レシメタル體 重2500g内

外 ノ成熟 家兎 ヲ24時 間空腹 トナ シ,採 尿 シタ

ル後Chloreton 0.5gヲ 雪 花菜 中ニ混 ジテ與

ヘ,投 與後24時 間 ハ尿 ヲ集 メテ醋酸酸性 ニナ

シ,10%醋 酸 鉛 ヲ加ヘテ濾過 シ,其 ノ濾液 ヲ

檢 スル ニ 左旋 性ニ シテFehling氏 液 ヲ還 元

シ,Naphthosesorziu反 應 ヲ陽 性ニ與 ヘタ リ.

即 チChloreton投 與 ニ ヨリ尿中 ニ抱合 「グル

クロン」酸 ノ排 出 セラル ルハ蓋然 的ナルヲ以

テ此抱合酸 ヲ結 晶 トシテ分離 シ,確 定 スル爲

メニ次 ノ本實驗 ヲ行 ヒタ リ.

健 康 ナル家 兎5頭 ヲ雪花菜 ニテ若干 日飼養

シタル後,各 々0.5乃 至0.7gノChloretonヲ

雪 花菜 ニ混 ジテ適時 ニ與ヘ,斯 クテ45日 間 ニ

合 計108.0gノChloretonヲ 投 與 シ,12.800cc

ノ尿 ヲ採集 シ得 タ リ.尿 採集 ハ5頭 ノ家 兎 ヨ

リ毎朝行 ヒ,先 ヅ醋酸酸性 ニナ シ,10%醋 酸

鉛適量 ヲ加ヘテ濾過 シ,濾 液 ニ「アンモニヤ」

水 ヲ加ヘテ「アンモニヤ」性 トナ シ,適 量 ノ鹽

基 性醋酸鉛 液 ヲ加 ヘテ吸引濾過 シ,殘 渣 ニ1

乃 至3%ノ 硫 酸 ヲ加 ヘ,沈 澱 シタ ル硫酸 鉛 ヲ

濾 別 シ,其 ノ沈澱 ヲ稀薄 ナル硫酸 ヲ以 テ數 囘

洗 滌 シ,洗 滌濾液 ニFehling氏 液還 元作 用 ノ

存 セザルニ至 リテ洗滌 ヲ止 メ,此 濾液及 ビ洗

滌液 ヲ合 シ,低 温 減壓 ニテ適量 ニ濃縮 シタ リ.

斯 ル濃縮 液 ノ數 日間分 ヲ合 シ,「 アル コール」

「エーテル」混和液(300cc「 アル コール」及 ビ

600cc「 エ ーテル」)ヲ 以 テ振盪 シ,此 「アル コ

ール」「エーテル」浸出液 ヲ減壓蒸 餾 シテ「エー

テル」及 ビ「アル コール」ヲ蒸發 セ シメタ リ.

全 採 集尿 ヲ斯 クノ如 ク處置 シテ得 タル硫酸

酸性 ノ殘渣液 ニ水酸 化「バ リウム」ノ飽和溶 液

ヲ加 ヘテ中和 シ,生 ジタル硫 酸「バ リウム」ノ

沈澱 ヲ濾別 シ,濾 液 ヲ低 温減 壓 ニテ蒸餾乾 固

シ,殘 渣30.0gヲ 得 タ リ.上 記 ノ化學操作 ニ

ヨレバ,此 殘渣 中ニ抱合「グル ク ロン」酸 ヲ存

スベ キ故,之 ヲ數囘 ニ亙 リ温 水 ヲ以 テ溶解 シ

テ ハ冷却析 出 セ シメタルニ,遂 ニ白色板状 ノ

結 晶 ヲ得 タ リ.此 結 晶 ノ一部 ヲ水 ニ溶 解 シテ

Fehling氏 液還 元作 用,Naphthoresorzin反

應 及 ビPhenylkarbulamin反 應 ヲ檢 スル ニ何

レモ陽性 ニ シテ旋 光性 ヲ有 シ,偏 光 ヲ左ニ旋

囘 ス.而 シテ本結 晶ハ甚 ダシク吸濕性 ニ シテ,

水 及 ビ 「アル コール」 ニハ容 易 ニ溶 解 ス ル

モ「アツエ トン」 ニハ難溶 ニ シテ 「エーテル」

ニハ溶 解 セズ.又,結 晶 ヲ恒 量 トシタル後,

其 ノ比旋光度測定及 ビ 「バ リウム」,炭 素竝

ニ水素 ノ分析 ヲ行 ヘルニ次 ノ如 キ成績 ヲ得 タ

リ.

比 旋光度測定 ハ本結晶 ノ水溶液 ニ就 キ行 ヒ

タ ルニ,〔A〕20D=-43.48° ナ リ(α=-0.2°, C=

0.46g, 1=1dm).

「バ リゥム」測定 ハ恒量 トナ シタル物質 ノ一

定量 ヲ蒸 餾水ニ溶解 シタル後,稀 薄 ナル硫酸

ヲ加ヘ,生 シタル硫酸「バ リウム」ノ沈澱 ヲ無

灰 濾紙 上ニ集 メテ乾燥 シ,之 ヲ灼熱灰化 シ,

得 タル硫酸 「バ リウム」ノ量 ョリ本物質 ノ「バ

リウム」 百分 率含量 ヲ算 出 シ,之 トChlore

tonglukuronsaures Baryum C20H28O14Cl6

Baナ ル化學式 ヨ リ算 出 シタ ル「バ リウム」ノ

百分 率含量 トヲ比較 シタルニ次 ノ如 キ結 果 ヲ

得 タ リ.
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物質 0.5146g, 實 驗 値 「バ リウム」 16.30%

物 質 0.0576g, 實 驗 値 「バ リウム」 16.34%

C20H28O14Cl6Ba, 計 算値 「バ リウム」 16.29%

即 チ満足 ナル成績 ヲ得 タ リ.

本 物質 ノ炭素及 ビ水素含量 ハ微量分析 ニ ヨ レリ,其 ノ結 果ハ次 ノ如 シ.

物 質 0.004310g, 實 驗 値 炭 素 28.03%, 水 素 3.76%

物 質0.003313g, 實 驗 値 炭素 28.03%, 水素 3.88%

C20H28O14Cl6Ba, 計 算 値 炭 素 28.56%, 水 素 3.35%

即 チChloretonglukuronsaures Baryum

ノ分 子式 ヨリ計算 シタル炭素 及 ビ水素 ノ%ト

予 ノ得 タル物質 ノ炭素及 ビ水素 ノ%ト ハ良 ク

一致 ス.

更 ニ得 タル物質 ノ分解試驗 ヲ行 ヘ リ.即 チ

上記再結晶 前 ノ不純 ナル物質5gヲ1%硫 酸

300ccニ 加 ヘテ濾過 シ,其 ノ濾液 ヲ少許 ノ炭

酸「ナ トリウム」液 ヲ以 テ弱酸性 トナ シ,其 ノ

一半 ヲ 「エーテル」 ニテ振盪 シ,「 エー テル」

浸出液 ヨリ「エーテル」ヲ驅逐 シ,殘 渣 ノ水溶

液 ニ就 キ檢 シタ ルPhenylkarbulamin反 應,

Fehling氏 液還 元作 用及 ビNaphthoresorzin

反應 ハ何 レモ陽性 ニ シテ,旋 光性 ハ左旋 ナ リ.

然 ルニ該液 ニ炭末 ヲ混 ジテ數 時間放置 シタ

ル後,之 ヲ濾過 シ,其 ノ濾液 ノ旋光性 ヲ檢 ス

ル ニ,右 旋性 ニシテ,Fehling氏 液還 元作

用及 ビNaphthoresorzin反 應 ハ陽 性ナル モ

Phenylkarbylamin反 應 ハ陰性 ナ リ.他 半 ノ

液 ヲ還流装置 ヲ附 セル「コルベ ン」ニ移 シテ〓

沸 シ,適 時其 ノ旋光性 ヲ檢 スルニ

2時 間〓沸後…… …=-0.45°

4時 間"""… … …=-0.30°

6時 間"""… … …=-0.15°

8時 間"""… … …=±0

10時 間"""… … …=+0.23°

即 チ〓沸 ニ ヨリテ左旋性 ハ漸次 ニ減 ジ,遂

ニ右 旋性 ニ轉 向 スル ヲ認 メタ リ.之 抱合「グル

ク ロン」酸 ハ分 解 セラ レ右旋性 ノ 「グル クロ

ン」酸 ノ生成 セラルル爲 メナ リ。

以上 ノ實驗 成績 ニ據 リ,動 物體 内ニ與 ヘ ラ

レタルChloretonハ 「グル クロ ン」酸 ト抱合

シ,Chloretonblukuronsaureト シテ尿中 ニ

排 泄 セラルル コ トヲ明 カニ シタ リ.
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